
















義な内部統制概念を最初に公的に提示したのは 1949 年に AIA の監査手
続委員会から出された内部統制の特別報告書（以下、特別報告書という）
である。そして、現在において広義な内部統制概念を提示している最新
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る。新 COSO においては、近年の企業における事業活動の進展や多様









いて一定の考察を試みている。その後、1992 年の旧 COSO が公表され




































































採用している企業が 142 社に上り、およそ 70％の企業が採用している
ことになる（4）。このような企業を監査する上では、上述のように内部
























（4） 千代田邦夫 [1984]『アメリカ監査制度発達史』中央経済社、71 頁。
（5） Saul Levy[1957], Internal Control and Legal Responsibility, The Journal of 
Accountancy , February 1957, pp.29-33
（6） Gilbert R. Byrne[1957], The Independent Auditor And Internal Control, The 
Journal of Accountancy , January 1957, pp.41-46
  なお、これらの区分は後年公表される SAP No.29 にて「会計統制」「管理統制」
という 2 区分に収束する形で反映されている。



























（8） R. K. Mautz [1958], “Standards for the Review of Internal Control,” The Journal 


















































その後の旧 COSO の公表を受けて 1995 年に SAS No.78 として前述の
（10） AICPA[1988], SAS No.55, Consideration of the Internal Control Structure in a 
Financial Statement Audit













1977 年の海外不正行為防止法（Foreign Corrupt Practices Act）では
取引の適切な実行や資産の保全に対する合理的な保証を提供する十分な
内部会計統制（internal accounting control）システムの考案と維持が
求められたこともあり、同年の SAS No.16 以降は一転して監査上の検
討範囲を拡張させる方向へと向かっていったのである（16）。
　翌年の 1978 年には「監査人の責任に関する委員会」（通称 Cohen 委
員会）からの報告書で、期待ギャップを解消させる方策の 1 つとして「拡
張された内部統制の調査及び評価（Expanded Study and Evaluation of 
Internal Control）」が勧告されている。1979 年の「内部会計統制に関す
る特別諮問委員会」（通称 Minahan 委員会）の報告書では内部会計統制
の検討において「内部会計統制環境（internal accounting control 
environment）」という概念がはじめて用いられ、続く 1980 年の SAS 
（12） AICPA[1995], SAS No.78, Consideration of Internal Control in a Financial 












No.30 では「全般的統制環境（the overall control environment）」となり、









「統一的な権威ある内部統制の基準」（Uniform Authoritative Internal 











































（18） Alan R. Sumutka[1980], Conventional audit procedures are inadequate to 
detect corporate corruption, says the author, but they may signal red flags, The 
Journal of Accountancy , March 1980, pp27-31
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Ⅴ．新 COSO について
　1992 年に公表された旧 COSO における定義によって、内部統制につい
ては社会的合意が得られたと考えられる。そして、2013 年に旧 COSO を
基にした改訂版である新 COSO が約 20 年ぶりに公表された。新 COSO
が公表された背景には、旧 COSO の公表以後の 20 年ほどの間に企業を
取り巻くビジネスおよび事業環境の劇的な変化があり、その複雑性が増
していることや、技術的な発展およびグローバル化が挙げられている。
新 COSO における主な変更点の要旨が付録 F で挙げられている（19）。
　これらの変更点のうち、まず注目すべきポイントは内部統制の 3 つの
目的カテゴリーのうちの１つである報告目的カテゴリーの拡大である。
旧 COSO においては「財務報告（Financial reporting）」となっていた


















































































































































































は、Journal of Accountancy 誌にて次のようなことを述べている（28）。






（28） Paul Grady[1957], “The Broader Concept Of Internal Control,” The Journal 
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